
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
宗
教
と
い
う
と
東
南

ア
ジ
ア
最
大
の
イ
ス
ラ
ー
ム
国
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
か
ら
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
真
っ
先
に

思
い
浮
か
べ
る
方
も
多
い
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
洋
の
東
西
を
結
ぶ
重
要
な
貿
易
拠
点

と
し
て
大
航
海
時
代
よ
り
西
洋
と
接
触

し
、
さ
ら
に
は
植
民
地
支
配
を
経
験
し
て

き
た
。
そ
う
し
た
歴
史
を
持
つ
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
た
ち
の

活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
き
た
地
で
も
あ

る
。
そ
の
た
め
、
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て

も
長
い
歴
史
を
持
つ
。
以
下
で
は
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
を
知
る

た
め
の
一
助
と
な
る
日
本
語
文
献
を
い
く

つ
か
紹
介
し
た
い
。

　
ま
ず
、
寺
田
勇
文
編
『
東
南
ア
ジ
ア
の

キ
リ
ス
ト
教
』（
め
こ
ん
　
二
〇
〇
二
年
）

に
収
録
さ
れ
て
い
る
青
木
恵
理
子
「
フ

ロ
ー
レ
ス
島
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の

『
改
宗
』
と
実
践
」
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
な
か
で
も
特
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
割

合
が
高
い
フ
ロ
ー
レ
ス
島
に
お
け
る
カ
ト

リ
ッ
ク
宣
教
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
大
航
海
時
代
以
降
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
の
交
易
を
め
ぐ
る
争
い
と
と
も
に
カ
ト

リ
ッ
ク
宣
教
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
、
現

地
の
生
活
と
融
け
合
い
、
フ
ロ
ー
レ
ス
島

の
＂
カ
ト
リ
ッ
ク
＂
を
形
成
し
て
い
く
過

程
が
解
説
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
史
が
概
観
で

き
る
も
の
と
し
て
伊
東
定
典
著
『
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
小
史
　
―
包

括
的
歴
史
研
究
』（
ふ
く
ろ
う
出
版
　
二

〇
〇
六
年
）
が
あ
る
。
本
書
は
、
①
ポ
ル

ト
ガ
ル
植
民
地
時
代
、
②
オ
ラ
ン
ダ
東
イ

ン
ド
会
社
時
代
、
③
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン

ド
政
庁
時
代
、
④
日
本
占
領
時
代
、
⑤
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
独
立
以
降
と
い
う
時

代
区
分
に
沿
っ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け

る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
史
を
詳
細
に
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
日
本
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
に

よ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
活
動
記
録
に
関

す
る
資
料
も
い
く
つ
か
紹
介
し
た
い
。
宮

平
秀
昌
牧
師
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
伝
道
記
録
出

版
委
員
会
編
『
神
召
に
従
っ
て
　
宮
平
秀

昌
牧
師
伝
：
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
開
拓
伝
道
記

録
』（
基
督
聖
教
団
　
一
九
八
〇
年
）
は
、

一
九
二
七
年
か
ら
一
九
七
六
年
に
か
け
て

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
伝
道
活
動
に
奮
闘
し
た

宮
平
牧
師
の
記
録
で
あ
る
。
当
時
オ
ラ
ン

ダ
の
植
民
地
支
配
下
に
あ
っ
た
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
へ
ひ
と
り
で
赴
い
た
宮
平
牧
師
の
活

動
記
録
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
植
民
地
支
配

か
ら
の
独
立
、
ス
カ
ル
政
権
崩
壊
と
い
う

激
動
の
時
代
を
経
験
し
て
い
く
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
歴
史
が
色
濃
く
描
か
れ
て
い
る
。

同
時
に
、
牧
師
の
活
動
も
こ
う
し
た
激
動

の
波
に
晒
さ
れ
な
が
ら
進
ん
で
い
っ
た
様

子
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
渡
辺
信
夫
著
『
イ

リ
ア
ン
・
ジ
ャ
ヤ
へ
の
道
』（
新
地
書
房
　

一
九
八
七
年
）
は
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
の

西
半
分
に
あ
た
る
イ
リ
ア
ン
・
ジ
ャ
ヤ
で

の
日
本
軍
に
よ
る
占
領
・
侵
略
の
歴
史
と

向
き
合
う
た
め
に
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ

る
著
者
が
単
身
イ
リ
ア
ン
・
ジ
ャ
ヤ
へ
赴

い
た
と
き
の
、
現
地
の
人
た
ち
と
出
会
い

や
交
流
を
記
述
し
た
一
冊
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
木
村
公
一
著
『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
教
会

の
宣
教
と
神
学
：
開
発
と
対
話
と
解
放
の

神
学
の
間
で
』（
新
教
出
版
社
　
二
〇
〇

六
年
）
は
、
一
九
八
六
年
以
降
に
日
本
人

宣
教
師
と
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
中
部

ジ
ャ
ワ
で
神
学
教
育
に
従
事
し
た
著
者
に

よ
る
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
教
会
に
お
け
る
神

学
的
潮
流
を
精
査
し
た
歴
史
的
研
究
で
あ

る
。
本
書
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
キ
リ
ス
ト

教
宣
教
の
歴
史
、
そ
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

に
お
け
る
重
要
な
宗
教
思
想
に
関
す
る
丁

寧
な
解
説
の
後
に
、
神
学
的
潮
流
の
紹
介

へ
読
者
を
誘
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
キ

リ
ス
ト
教
や
宗
教
思
想
に
馴
染
み
の
な
い

読
者
に
と
っ
て
も
理
解
し
や
す
い
構
成
と

な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
他
に
も
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

関
わ
り
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
日
本
占
領

期
に
つ
い
て
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

だ
ろ
う
。
原
誠
「
日
本
占
領
下
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
に
お
け
る
宗
教
政
策
―
キ
リ
ス
ト
教

の
場
合
」（『
上
智
ア
ジ
ア
学
』
第
一
九
号
　

「
上
智
ア
ジ
ア
学
」
編
集
委
員
会
　
二
〇

〇
一
年
）
で
は
、
日
本
軍
政
下
の
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
に
お
い
て
、
宗
教
政
策
の
一
環
と

し
て
日
本
よ
り
派
遣
さ
れ
た
宣
教
師
や
神

父
の
活
動
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
キ
リ
ス
ト

教
史
に
お
け
る
日
本
軍
政
時
代
の
意
味
に

つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
奥
島
美
夏

「
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
会
と
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
人
―
制
度
的
背
景
と
課
題
」（『
異
文
化

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
』
第
一
八
号
　

神
田
外
語
大
学
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
研
究
所
　
二
〇
〇
六
年
）
は
、
日

本
へ
の
移
民
労
働
者
の
な
か
で
形
成
さ
れ

て
い
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
教
会
の
動
き

に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。こ
の
他
、

磯
晴
久
「
バ
リ
島
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教

徒
宅
焼
き
討
ち
事
件
報
告
」（『
桃
山
学
院

大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』　
第
三
四
巻
二

号
　
桃
山
学
院
大
学
総
合
研
究
所
　
二
〇

〇
八
年
）
で
は
二
〇
〇
二
年
二
月
一
三
日

に
バ
リ
で
起
こ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
宅
の

放
火
・
破
壊
事
件
に
焦
点
を
当
て
た
、
そ

の
事
件
の
経
緯
と
そ
の
背
後
に
あ
る
様
々

な
現
地
の
宗
教
事
情
に
つ
い
て
の
調
査
報

告
で
あ
る
。

　
こ
の
他
に
も
ス
マ
ト
ラ
島
北
部
に
暮
ら

す
バ
タ
ッ
ク
人
に
関
す
る
文
献
も
重
要
で

あ
る
。
山
本
春
樹
著『
バ
タ
ッ
ク
の
宗
教
：

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
と

土
着
宗
教
の
相
克
』（
風
響
社
　
二
〇
〇

七
年
）
は
、
バ
タ
ッ
ク
人
社
会
に
お
け
る

キ
リ
ス
ト
教
と
の
出
会
い
と
そ
の
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
を
描
い
た
一
冊
で
あ
る
。

（
と
さ
　
み
な
み
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
　

図
書
館
）

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
キ
リ
ス
ト
教

土
佐
美
菜
実
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